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Abstract: Engineering of regenerative life support  system is a key issue to  make a long term manned space 
mission possible. Among many subjects associated with this engineering, food preparation is the most 
important  subject. In order to support  crew activity productive, supply of delicious space foods is a must 
item. We propose termite in this line. By the help of symbiotic organisms in  their  gut, termites convert 
inedible biomass, such as wooden materials, to qualified food substance that contains rich protein and lipid. 
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背景
　 宇宙ステーションの完成が間近に迫り、長期
宇宙滞在が可能になった今、人類が本格的に宇
宙での生活を始めることが出来るようにライフ
サポートシステムの完成が切望されている。つ
まり、ミニ地球が宇宙空間に存在する必要があ
る。如何に宇宙ステーションまたは宇宙船内で
のリデュース・リユース・リサイクルによる自給
自足を可能にするかが今後の課題となる。特に
食料に関する生産と循環のシステムの開発が急
務である。
　 食料生産と物質の循環システムの開発が進む
ことで、より多くの食材料が使用可能となり、
その様々な食材を用いた「食事」の提供が行え
るのであるが、「食事」をただ提供するのでは
喫食者の肉体的・精神的健康を保つことが出来
ない。「栄養バランスの取れた食事の提供」こ
そが、宇宙での長期滞在を可能にする最も重要
なライフサポートシステムである。
目的
　 そこで本研究は物質の循環を考え、本来であ

るならば人間の食料とはなりにくい樹木を材料
にシロアリを育て、宇宙では生産しにくいたん
ぱく質を生産し、食料として利用することを目
的とした。これまで、宇宙食として提案してきた
カイコ蛹の飼育に用いる可能性のある桑の木の
宇宙での循環を考えると、葉はカイコが、実は
人間が食料とし、枝をシロアリが食料とするこ
とで、より多くの食料生産がかのうとなるため
である。

方法
　 シロアリの栄養価について、現在ある様々な
文献調査を行い、栄養計算にあてはめた。
　 現在までに我々が報告した宇宙食としての基
本食（玄米、大豆、青菜、さつまいも）、さら
にたんぱく質源としてのカイコのさなぎ、ドジョ
ウに加えて、シロアリでの栄養バランスを考え
たメニューの提案を行う。栄養計算はエクセル
栄養君を用いて、2005年度日本人の栄養摂取基
準に準じた。
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結果
　 シロアリは大きく分けて女王蟻、王蟻、働き
蟻、兵隊蟻に分かれており、それぞれは大きさ
も役割も違うため、体内の栄養素の割合が違っ
ている可能性がある。そのため吉村ら（2002）
が種類別、さらに身体の部位別にミネラルの分
析している。
　 表１に吉村らのCoptotermes formosanusの分析
データを示す。
脂質の供給源として大変有望であることが板倉
（2006）の報告で明らかとなっている。
　 表２、３、４に板倉らのC o p t o t e r m e s 

formosanus の3大栄養素（脂質、たんぱく質、炭
水化物）、必須アミノ酸、必須脂肪酸の分析
データを示す。
　表5に栄養計算を産出した。栄養計算に関して
他の食品との栄養素の比較を行ってみると、明
らかに脂質が多いことがわかる。たんぱく質の
供給源というよりも、脂質の供給源としてシロ
アリは大変有効な食品となりうることがわか
る。
　 またミネラルの供給源として他の食品と比較
してみると、細胞の合成に関係が深く味覚障害
にも関連するＺｎ（亜鉛）を豊富に含むことが
わかる。生命維持の観点からも、シロアリを食
品として加える事は価値がある。また代謝を高
めるＭｎ（マンガン）が多く含まれることも重
要である。
シロアリを食品として加えることで、宇宙食は
よりバラエティに富んだものとなる。
シロアリは脂質を多く含むため、油を作ること
を考えて生産すると調味料の種類が増え、調理
の範囲が広がる。
シロアリは亜鉛、マンガンなどを多く含むこと
から、生命維持のための栄養素補給に役だつこ
とから、ぜひ、宇宙食に加えたい。

考察
　 宇宙ステーションや月基地、火星居住などを
考えるとき、如何に食料を生産、加工、貯蔵す
るかを研究するライフサポートシステム開発が
重要である。
　 その際、収穫作物を無駄なく利用していくた
めに、昆虫（今回はシロアリ）の利用は不可欠
である。
油の生産のためにシロアリを利用する事は有効
である。
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